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定年後の人生を幸せに生きる 「目的」 
の生みだす効果 

遠藤司   皇學館大学准教授（イノベーション・マネジメント） 

5月29日、東洋経済オンラインに「日本の高齢者が不平不満

を抱える根本原因」と題する記事が掲載された。副題には、
「人生＝仕事」という日本ゆえの悲劇だ、とある。 
  
世界とは異なり、我が国では、最も怒りに満ち、人生に満足し
ていないのは、65～75歳の年代グループのようである。多く
の国では、人の幸福感は30代から下降線をたどり、40代で底
を打ち、50代からまた盛り返すU字型カーブになっている。対
して我が国では、最も幸せなのは25歳以下の年代であり、そ

の後は一貫して下がり続ける。日本の高齢者はずっと我慢し
て働き続けて、退職したらもっと報われるはずと思っていたが、
願ったとおりにはならず、期待と現実の差に打ちのめされてし
まう、との見解が書かれている。  
 
ここから、二つのことが言えそうである。  
一つは、仕事とは我慢の対象でしかないのだろうか、というこ
とである。確かに戦後を生き抜いてきた人たちは、家族や社
会のためによく働いてきた。自己犠牲的な面も多くあったかも
しれない。しかし、仕事は自分の人生そのものであり、それが
あったからこそ、なくなったときに喪失感を覚えることになる。
仕事ばかりに没頭すべきではないという意見は確かにその通
りだが、実際にいまの高齢者は、そのように過ごしてきた。そ
うであれば、ここで「人生＝仕事」という日本の「悲劇」につい
て述べるだけでは、何も解決しない。 
  
もう一つは、高齢者が不満を覚えるようになったのは、実に仕
事がなくなったからである。記事でも取り上げられているよう
に、人生において満足感に大きく影響するのは、「生きる目
的」、生きがいである。 
もしも仕事を辞めるまで喪失感を覚えていなかったのだとす
れば、それは仕事が、ある種の生きる目的、あるいは自己目
的だったからではないだろうか。そうであれば高齢者は、第二、
第三の道を歩んだほうがよいことになる。そしておそらく、そ
れは仕事のうちにある。だがその仕事は、 
自分らしく生きられる仕事である。そのほうが、幸せに生きる
ことができる、ということである。  
 
高齢者には与えられた仕事がない。それらの仕事は、現状、
若者に用意された仕事である。よって、やりたい仕事、自分ら
しい仕事を行うには、起業するのが最良の方法となる。すで
に「高齢者の起業はメリットだらけ：充実した毎日を過ごすた
めの起業のすすめ」のなかで、「高齢者」が起業することのメ
リットについて述べた。当記事ではさらに進めて、起業ないし
仕事をすることのメリットについて、健康の面から紹介してい
きたい。  
 

■ 「目的の力」 
 
ミシガン大学のヴィクター・ストレッチャー教授は、『目的の力』
のなかで、「生きる目的」が生みだす効果についての研究結
果を列挙している。  
 
生きる目的を強く持っている人は、生きる目的が薄弱な人よ
りも平均して長生きする。 
 
生きる目的の強さを1～7点のスケールで表したとき、1点上
がっただけでも死亡リスクが12％減るという調査結果が出て
いる。また、心臓疾患のある人について、生きる目的を1～6
点のスケールで表したとき、1点上がるごとに心臓発作を起こ
すリスクが27％下がるようだ。脳卒中も同様で、1点ごとに
22％下がる。 
  
高齢者だけの話をすれば、生きる目的が薄弱な高齢者は、
生きる目的が強い高齢者に比べて、2.4倍もアルツハイマー
病を発症しやすい。 
 
また、たとえ発症したとしても、後者は症状の進行が遅いよう
である。加えていえば、生きる目的の強さを1～6のスケール
で表したとき、1点上がるごとに入院日数が17％減ることがわ
かっている。安上がりでよい。  
結局のところ、病は気から、なのである。漫然とではなく、どこ
かに向かっている感覚があり、それを自らの目的であると意
識している人は、健康で、長生きができる。そういえば、目的
を見出して生きることを説き、自らもそれを実践したドラッカー
は、働きづめで95歳まで生きた。死ぬまで自らのインスタント

ラーメンともに生き、毎日食べ続けた日清食品の創業者であ
る安藤百福は、96歳だ。日常において快楽を追求しているだ

けではそうはいかない。生きる満足感と高い自己評価、ポジ
ティブな感覚があってこそ、そのような成果が得られるのであ
る。すなわちそれは、幸福感のもたらす成果である。ストレッ
チャー教授は、生きる目的は、人が最も深い価値を見出すも
のと関連しているという。 
 
目的のある人生には、最も大事なもののために生きているか
どうかが重要なのである。そのような人生を歩むこと、歩み続
けることが、幸福な人生を約束する。  
 
よき人生は、日々を享楽的に生きていては得られない。 
 
誰かに貢献することから得られる満足、何かを生みだしてい
るという実感があってこそ、実現されるものである。 
 
ゆえに人は、働かなければならない。自分の仕事をしなけれ
ばならない。自らの仕事を、見出さなければならないのである。  
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